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研究テーマ（発表タイトル） 

ファストファッションの環境配慮行動の促進に向けて～環境へ配慮したエコピーポーになるために～ 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

ファストファッションとは、『手軽に、安く、日常的に着ることができる衣料品を大量生産し、短いサイクルで販売するブランドやその

業態』をさす。若者にとって「安くて、おしゃれ」であるファストファッションは歓迎されているように見受けられるが、批判も少なくない。

例えば、低価格のため品質がそれほど良くないので、長期間着回すことができない場合がある。またファストファッションは、流行にも

敏感なのでそのシーズンが過ぎると次のシーズンには廃棄処分されるケースもある。それ以外にも、新品同様の服を捨てる場合も

少なくない。このようなことから資源の無駄使い、衣料の焼却処理による環境汚染への懸念などが指摘されている。そこで本研究

では、ファストファッションを取り入れる機会が特に多い大学生を焦点に向け、大学生のファストファッションへの環境配慮行動を促

進することを目的にした。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

ファストファッションがもたらす環境問題として、水の資源問題・マイクロプラスチック問題・ごみ問題が注目されている。しかし、この

ような環境問題も私たち消費者による消費行動を変えることによって改善が可能である。企業側も CSR 活動を重視していない

わけではない。代表的な例として、大手企業ユニクロは 2020 年までに有害化学物質の使用をゼロにすると宣言している。（※

1）このように環境配慮に取り組んでいる企業もみられるが、実際のところ消費者である私たち（大学生）に企業の目的が行き

届いていないことが懸念されている。 

 

３．研究テーマの課題 

大学生の 90％以上が購入・使用したことのあるファストファッション(※2) だが、「ファストファッション」という言葉さえ知らない学

生、言葉は知っていてもそれが環境問題を引き起こしていることを知らない学生など様々な学生がいることが予想される。その中で、

ファストファッション購入者である大学生は、環境配慮に対して意識はあるが、行動に移せていないのではないか。という考えが浮か

びあがってきた。この仮説を明らかにするために、先行研究をもとにアンケートを作成し、分析を行った。質問内容は意識と行動に

分類しているが、回答者には製作者の意図が分からないようにしている。 

 

 



４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

大学生ファストファッション購入者の消費行動を数量化Ⅲ類で 4 つのパターンに分類した。 

課題解決策として、大学生ファストファッション購入者の消費行動を【エコピーポー】へ変えることが考えられる。 

【エコピーポー】とは、環境配慮に意識があり、かつ行動にも移せる人々を指す。 

まず、行動はできているが意識はできていない【意識必要ピーポー】については、ファストファッション製品を長く使用したり、着なく

なったものを家族や友人に譲ったりと、無意識に行動ができているが、そもそもファストファッションが環境問題を引き起こしていること

を認知していないと考えられる。彼らには、ファストファッションがどれほど環境に影響を与えているか具体的に知るべきである。 

次に、意識はできているが、行動には移せていない【行動必要ピーポー】については、環境配慮行動ができていない理由として、

「面倒くさい」「行動へのためらい」などが挙げられる。彼らには、環境配慮への実践教育を行い、行動への楽しさを実感してもらう

べきである。 

 最後に、意識も行動もできていない【ノットエコピーポー】については、ファストファッションがもたらす環境問題が他人事ではなく

自分事であることを理解してもらうことが大切である。その上で、環境配慮を行える人へと変えていくことが必要である。 

 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

大学生 524 人を対象にアンケート調査を行った。予備調査として、大学生 100 人に挙げてもらったよく利用するファストファッ

ションブランド上位 20 をファストファッションブランドの定義とした。また、よく購入するファストファッションアイテム上位 3 つを決定版ア

ンケートに取り入れた。質問 1～4 はグラフ化、質問５以降の意識と行動に関する問いはクロス集計と数値化による分析を行っ

た。それを基に４つの型に分類した。 

 

６．結果や今後の取り組み 

私たちは、「ファストファッションに対する環境に意識はあるが行動ができていない人が多い」という仮説を立てた。アンケート結果をク

ロス集計で分析した結果、「長持ちする商品は買うが（意識あり）、地域の資源回収システムを利用しない（行動なし）」とい

う学生がいた。これは、購入時にこれから先長く着まわすことに意識ができているが、わざわざ地域の回収システムに届けるといった

行動は意識がある人でもしないということが明らかとなった。一方で、意識はないが行動ができているといった矛盾するような結果が

得られた。これに関しては、無意識にその行動ができているからこのような結果が生まれたのだと考察した。このような結果から、現

代の大学生は衣服がもたらす環境問題についてもっと関心を持つべきであると考えた。その為には、このような問題を知るきっかけ

を作ることが改善への近道ではないであろうか。 
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